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ふ
ぐ
の
素
人
調
理
は

絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う

　

自
分
で
釣
っ
た
ふ
ぐ
を
素
人
知
識

で
調
理
し
て
食
べ
、
呼
吸
困
難
や
手

足
の
し
び
れ
な
ど
の
症
状
が
出
て
救

急
搬
送
さ
れ
る
な
ど
、「
ふ
ぐ
中
毒

事
故
」
が
毎
年
の
よ
う
に
発
生
し
て

い
ま
す
。
素
人
調
理
は
大
変
危
険
な

の
で
、
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。

ご
存
知
で
す
か
？

●
肝
臓
と
卵
巣
は
特
に
毒
が
強
い

●
コ
モ
ン
フ
グ
、
ク
サ
フ
グ
、
ヒ
ガ

ン
フ
グ
な
ど
は
、
皮
や
精
巣
に
も
毒

が
あ
る

※
詳
し
く
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

「
大
阪
府 

ふ
ぐ
中
毒
」
を
検
索
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
先　

泉
佐
野
保
健
所 

食
品
衛

生
課　
（
☎
４
６
４
・
９
６
８
８
）

ひ
っ
た
く
り
防
止
カ
バ
ー

無
料
取
り
付
け
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

直
接
、自
転
車
で
来
た
人
に
限
り
、

自
転
車
の
前
カ
ゴ
に
ひ
っ
た
く
り
防

止
カ
バ
ー
を
取
り
付
け
ま
す
。（
先

着
２
０
０
人
）

日
時　

11
月
９
日
㈮ 

午
前
10
時
〜

場
所　

シ
ョ
ッ
パ
ー
ズ
モ
ー
ル
泉
佐

野 

駐
輪
場

問
合
先　

泉
佐
野
警
察
署 

防
犯
係

（
☎
４
６
４
・
１
２
３
４
）、
市
民
協

働
課

泉
佐
野
市
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
に
基
づ
く

平
成
23
年
度
実
績                 

　

地
方
公
共
団
体
は
、「
地
球
温
暖

化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
に

お
い
て
事
務
お
よ
び
事
業
の
実
施
に

伴
い
発
生
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
発

生
抑
制
の
た
め
の
計
画
を
策
定
す
る

こ
と
を
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
本

市
で
も
、
平
成
20
〜
24
年
度
の
５
年

間
で
削
減
率
５
％
（
年
１
％
）
を
目

標
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
抑
制
に
率
先

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
は
異
常
気
象
の
影
響

も
あ
り
目
標
を
達
成
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
平
成
23
年
度
は
原
子
力
発

電
所
の
停
止
な
ど
に
よ
る
電
力
不
足

が
心
配
さ
れ
る
な
か
、
排
出
し
た
温

室
効
果
ガ
ス
は
、１
万
７
２
１
t
で
、

市
役
所
内
で
の
徹
底
し
た
節
電
に
よ

り
、
基
準
年
度
に
比
べ
て
７
３
７
t

（
6.4
％
）
の
削
減
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
市
役
所
も
大

き
な
事
業
所
で
あ
る
と
い
う
認
識
の

も
と
、
節
電
や
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
な
ど

を
全
庁
的
な
取
り
組
み
と
し
て
実
践

し
、
地
球
温
暖
化
対
策
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。
市
民
や
事
業
所
の
み
な

さ
ん
も
簡
単
に
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
、
環
境
に
配
慮
し
た
行
動
を
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

問
合
先　

環
境
衛
生
課

りんくう総合医療センター「リウマチセンター」
　　　

　　　　問合先　りんくう総合医療センター 地域医療連携室（☎469-3111 Fax469-7929）
ホームページ（http://www.rgmc.izumisano.osaka.jp/）

関節リウマチとは　手足をはじめとする全身の関節に痛みと腫れを引き起こす疾患です。関節が
こわばって動かしにくいが、動かしていると徐々にこわばり感はやわらぐ、という症状がみられ、「朝のこわばり」
とよばれます。関節リウマチは慢性の経過をとり、進行すれば関節の変形をきたし日常生活が不自由になります。
　原因は明らかになっていませんが、免疫異常により関節の破壊が起こることが知られています。関節リウマチ
にかかる人の割合は200人に1人です。日本での患者数は70万人であり、そのうち80%は女性です。発病時期の
年齢は主に30歳代から50歳代です。
リウマチセンター　当院ではリウマチセンターを立ち上げ、膠原病内科医師と整形外科医師の協力により総合的
に関節リウマチの診療にあたります。関節の痛みを伴う病気は関節リウマチ以外にも非常に多くあります。かか
りつけ医やお近くの医療機関を受診し関節リウマチが疑われる場合は、医療機関を通じて当院の地域医療連携室
に連絡をいただければ、スムーズに予約がとれます。
治療　現在のところ、根治療法はありませんが、薬物療法により関節リウマチをコントロールし、関節変形の進
行を抑制することが可能です。これまで関節リウマチの治療には①非ステロイド性抗炎症薬（消炎鎮痛薬） ②副腎
皮質ステロイド薬（ステロイド）  ③抗リウマチ薬・免疫抑制剤が使用されてきました。生物学的製剤の出現により
関節リウマチの治療は劇的な進歩を遂げています。当リウマチセンターにお
いても上記①～③の薬剤および生物学的製剤による治療を行っております。
生物学的製剤　生物学的製剤は注射薬であり、点滴または皮下注射により投与
されます。従来の薬物治療と比べて非常に良い治療効果は期待できますが、副
作用やリスクを考慮する必要があり、すべての患者さんに投与できるわけでは
ありません。生物学的製剤を開始するかどうかはそれぞれの患者さんの状態を
考慮の上決定します。現在のところ右の表にある生物学的製剤が使用可能です。

一般名 商品名
インフリキシマブ レミケード
エタネルセプト エンブレル
アダリムマブ ヒュミラ
ゴリムマブ シンポニ―
トシリズマブ アクテムラ
アバタセプト オレンシア

職員募集（りんくう総合医療センター・府立泉州救命救急センター）
募集職種　助産師、看護師
受験資格　昭和28年4月2日以降に生まれ、看護師または助産師免許を有し（来春取得見込み含む）、夜間勤務
が可能な人
採用予定日　来年4月1日　　　試験日　11月11日㈰
申込・問合先　11月7日㈬までにりんくう総合医療センター総務課（☎469-3111 Fax469-7929）へ
※募集要項はホームページ (http://www.rgmc.izumisano.osaka.jp/04_boshu/04_index.html)からダウ
ンロードもできます。また、随時の採用も行っています。

関節リウマチに興味のある看護師を募集中です。詳しくは問い合わせてください。
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